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“神秘的な音色阿久比町に響く” 

７月　７月１４１４日南部小学校体育館でパンパイプを演奏しながら民俗舞踊を児童に披露する日南部小学校体育館でパンパイプを演奏しながら民俗舞踊を児童に披露する
トエレグパンパイプ楽団トエレグパンパイプ楽団
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広報あぐい　２００５年８月１日号

　

七
月
十
三
日
、
愛
知
万
博
（
愛
・
地
球

博
）
長
久
手
愛
知
県
館
の
あ
い
ち
・
お
ま

つ
り
広
場
で
市
町
村
催
事
「
阿
久
比
町
の

日
」
が
行
わ
れ
�
あ
ぐ
い
の
四
季
�
を
テ
ー

マ
に
伝
統
芸
能
や
文
化
活
動
な
ど
を
世
界

に
向
け
て
発
信
し
ま
し
た
。

　

あ
い
ち
・
お
ま
つ
り
広
場
の
舞
台
に
は
、

和
太
鼓
か
つ
み
、
宮
津
山
車
保
存
会
、
あ

ぐ
い
お
ど
り
の
会
、
あ
ぐ
い
吟
友
会
、
愛

と
自
然
を
う
た
う
合
唱
団
、
町
内
小
学
六

年
生
の
児
童
の
総
勢
四
百
九
十
四
人
が
立

ち
、
ふ
る
さ
と
あ
ぐ
い
の
四
季
の
移
り
か

わ
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
に
合
わ
せ
て
、「
花
か
つ
み
」

「
菊
」「
れ
ん
げ
」
を
育
て
あ
げ
て
く
れ
た

皆
さ
ん
の
協
力
で
見
事
に
花
が
開
花
し
ま

し
た
。
あ
い
ち
・
ふ
る
さ
と
自
慢
市
で
は

花
を
展
示
し
て
、
訪
れ
た
多
く
の
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
ぐ
い
の
四
季
を
豊
か
な
心
の
つ
な
が

り
で
表
現
し
た
参
加
者
の
顔
は
、
満
足
な

喜
び
の
笑
顔
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
い
ち
・
お
ま
つ
り
広
場
で
「
阿
久
比
町
の
日
」
開
催

あ
ぐ
い
の
四
季
を

あ
ぐ
い
の
四
季
を 

　 
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
演
出

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
演
出 
あ
ぐ
い
の
四
季
を

あ
ぐ
い
の
四
季
を 

　 
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
演
出

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
演
出 
あ
ぐ
い
の
四
季
を 

　 
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
演
出 
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�花かつみを眺めるフランス人
�オープニングを飾る「和太鼓
かつみ」のメンバー�阿久比讃
歌を合唱する児童�あいち・お
まつり広場を視察するソロモン
諸島アラン・ケマケザ首相�愛
と自然をうたう合唱団�見事に
花を咲かせた菊�オカリナ演奏
�からくり人形披露�あぐいの
夏を踊る皆さん�詩吟を熱演�
あいち・おまつり広場会場�れ
んげの花と稲
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広報あぐい　２００５年８月１日号

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
国
歌
を
会
場
全
体
に
響
く

大
き
な
声
で
歌
い
あ
げ
歓
迎
の
意
を
表
し

ま
し
た
。

　

日
本
政
府
代
表
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

首
相
が
「
希
望
と
夢
に
満
ち
た
素
晴
ら
し

い
愛
知
万
博
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
光
栄

に
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
友
情
出
演
の
「
和
太
鼓

か
つ
み
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、
ス
テ
ー
ジ
の

大
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
阿
久
比

の
四
季
の
映
像
と
と
も
に
、
心
に
響
く
力

強
い
和
太
鼓
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
の
た
め
に
、

首
都
ホ
ニ
ア
ラ
の
あ
る
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島

か
ら
約
百
㌔
離
れ
た
サ
ン
タ
・
イ
ザ
ベ
ル

島
か
ら
来
日
し
た
「
イ
ザ
ベ
ル
の
ト
エ
レ

グ
パ
ン
パ
イ
プ
楽
団
」
が
民
族
衣
装
を
身

に
着
け
登
場
し
、
竹
を
使
っ
た
手
作
り
の

笛
（
パ
ン
パ
イ
プ
）
や
打
楽
器
を
演
奏
し

な
が
ら
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
舞
踊
で
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

　

パ
ン
パ
イ
プ
は
竹
を
使
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
私
た
ち
日
本
人
に
も
受
け
入
れ
や

す
い
素
朴
で
郷
愁
を
そ
そ
る
音
色
を
奏
で
、

日
本
の
曲
「
涙
そ
う
そ
う
」
の
演
奏
が
披

露
さ
れ
る
と
、
動
か
ら
静
へ
と
会
場
の
雰

囲
気
が
変
わ
り
、
式
典
出
席
者
の
心
を
引

き
付
け
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
が
出
展

し
て
い
る
パ
ビ
リ
オ
ン
、
グ
ロ
ー
バ
ル
コ

モ
ン
６
の
南
太
平
洋
共
同
館
前
な
ど
で
児

童
ら
が
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
Ｐ
Ｒ
の
う
ち
わ
を

万
博
入
場
者
に
配
る
な
ど
し
て
、
こ
の
日

は
一
日
中
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
ナ
シ
ョ
ナ
ル

デ
ー
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

七
月
十
三
日
、
愛
知
万
博
（
愛
・
地
球

博
）
長
久
手
会
場
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ホ
ー
ル
で
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
公
式
式
典
に
は
、
愛

知
万
博
一
市
町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
町
と
し
て
、
阿
久
比
町

か
ら
町
長
は
じ
め
町
関
係
者
五
十
七
人
と

町
内
小
学
六
年
生
の
児
童
二
百
三
十
四
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
児
童
が
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の

ア
ラ
ン
・
ケ
マ
ケ
ザ
首
相
を
出
迎
え
る
際

に
両
国
の
手
旗
を
振
り
、
国
歌
吹
奏
で
は

町
内
小
学
六
年
生
児
童

公
式
式
典
に
参
加

EXPOホールステージで 
アラン・ケマケザ首相に花束を渡す 
山本友秋フレンドシップ大使 

EXPOホール会場で 
ソロモン諸島国歌を歌う児童 

愛
知
万
博
会
場

愛
知
万
博
会
場 
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
国
と

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
国
と 

　
阿
久
比
町
で
盛
り
上
げ
る

　
阿
久
比
町
で
盛
り
上
げ
る 
愛
知
万
博
会
場 
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
と 

　
阿
久
比
町
で
盛
り
上
げ
る 

７月１３日
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南太平洋共同館
前でうちわを 

配る児童ら 

手旗を振り首相らを歓迎 

EXPOホールステージで熱演をする 「和太鼓かつみ」のメンバー 

パンパイプを演奏するイザベルの トエレグパンパイプ楽団 

南太平洋共同館を視察する首相ら一行 

万博会場で一日中演奏を披露するパンパイプ楽団 
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広報あぐい　２００５年８月１日号

　

七
月
十
四
日
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
に
出
席
し
た
ア
ラ
ン
・
ケ

マ
ケ
ザ
首
相
を
は
じ
め
、
州
知
事
三
人
、

万
博
関
係
者
、
イ
ザ
ベ
ル
の
ト
エ
レ
グ
パ

ン
パ
イ
プ
楽
団
の
総
勢
三
十
人
が
阿
久
比

町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
歓
迎
式
を
行
い
、
竹
内

町
長
が
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
で
知
り

合
え
て
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
を
す
る
と
、ケ
マ
ケ
ザ
首
相
は「
温

か
い
歓
迎
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
文
化
の

交
流
で
ソ
ロ
モ
ン
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と

応
え
て
い
ま
し
た
。

　

歓
迎
式
終
了
後
、
首
相
ら
は
町
内
の
工

場
な
ど
を
視
察
。
パ
ン
パ
イ
プ
楽
団
の
メ

ン
バ
ー
と
万
博
関
係
者
は
南
部
小
学
校
を

訪
れ
、
児
童
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

午
後
五
時
か
ら
は
、
中
央
公
民
館
南
館

ホ
ー
ル
で
パ
ン
パ
イ
プ
楽
団
の
「
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
パ
ン
パ
イ
プ
の
夕
べ
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

民
族
衣
装
を
身
に
着
け
舞
台
に
登
場
し
、

竹
で
作
っ
た
パ
ン
パ
イ
プ
を
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
演
奏
し
な
が
ら
、
足
踏
み
を
し
て
床
を

鳴
ら
す
な
ど
の
力
強
い
舞
踊
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

最
後
の
曲
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
の

演
奏
が
始
ま
る
と
、
会
場
の
皆
さ
ん
が
総

立
ち
に
な
り
、
曲
に
合
わ
せ
て
大
合
唱
が

起
こ
り
、
会
場
の
盛
り
上
が
り
は
頂
点
を

極
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
を
通

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

と
交
流
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
今
日
ま
で

築
き
あ
げ
て
き
た
友
好
の
絆
は
、
心
打
つ

パ
ン
パ
イ
プ
の
音
色
と
と
も
に
私
た
ち
の

胸
に
い
つ
ま
で
も
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
り
が
と
う
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
。

���������	
�

歓迎式であいさつをするアラン・ケマケザ首相（中央）

パンパイプ楽団の演奏を聴く南部小学校児童 中央公民館南館ホールで熱演するパンパイプ楽団

観客に笑顔で応えるパンパイプ楽団

南部小学校児童と習字に挑戦するソロモン万博関係者
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広報あぐい　２００５年８月１日号

　

自
然
環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
貴

重
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
ホ
タ
ル
。
ホ

タ
ル
の
す
む
美
し
い
水
辺
や
水
田
は
、
身

近
な
自
然
と
し
て
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
に

夢
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
自
然
環

境
保
護
を
推
進
す
る
た
め
に
「
ホ
タ
ル
飛

び
か
う
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
町
内
に
生
息
し
て
い
る
ヘ
イ
ケ
ボ
タ

ル
の
発
生
状
況
や
生
態
な
ど
の
調
査
研
究

を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
生
息
分
布
調

査
を
、
六
月
の
下
旬
頃
か
ら
小
中
学
生
を

は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
行

い
ま
し
た
。（
調
査
結
果
は
九
ペ
ー
ジ
で
掲

載
）

　

平
成
五
年
か
ら
は
調
査
研
究
施
設
と
し

て
、
ふ
れ
あ
い
の
森
に
ホ
タ
ル
養
殖
場
・

観
察
室
を
設
置
し
、
一
年
を
通
し
て
ホ
タ

ル
の
生
態
が
観
察
で
き
る
よ
う
に
開
放
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
ホ
タ
ル
の
人
工
飼
育

や
エ
サ
と
な
る
巻
貝
類
の
養
殖
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

六
月
二
十
四
日
と
二
十
五
日
の
二
日
間

「
ほ
た
る
観
察
会
」
を
行
い
、
約
二
千
五

百
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
の
人
工
飼
育
の
取
り
組
み
は
、

決
し
て
ほ
た
る
観
察
会
に
多
く
の
人
を
集

め
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

都
市
化
の
進
展
や
産
業
の
発
展
に
よ
り

自
然
破
壊
が
進
み
、
合
成
洗
剤
の
使
用
や

農
薬
に
よ
っ
て
環
境
汚
染
を
引
き
起
こ
し
、

身
近
な
自
然
を
見
直
す
必
要
性
に
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。
ホ
タ
ル
が
放
つ
神
秘
的
な
光

を
私
た
ち
の
時
代
で
絶
や
す
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

観
察
会
終
了
後
に
、
一
人
の
女
性
か
ら

「
ホ
タ
ル
の
放
つ
光
は
素
晴
ら
し
か
っ
た

で
す
。
孫
に
も
初
め
て
見
せ
た
ん
で
す
が

と
て
も
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
来
年
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
、
電
話
が
あ
り

ま
し
た
。
受
話
器
の
向
こ
う
か
ら
笑
顔
で

語
り
か
け
て
い
る
女
性
の
顔
が
想
像
で
き

ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
は
い
つ
の
時
代
で
も
人
に
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
ホ

タ
ル
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

ホ
タ
ル
の
生
息
で
き
る
環
境
を
明
日
に

伝
え
な
が
ら
、
自
然
と
人
間
の
共
生
を
目

標
に
、
こ
れ
か
ら
も
町
の
宝
物
ホ
タ
ル
の

保
護
に
努
め
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
だ

と
思
い
ま
す
。

６月２１日～２６日ふれあいの森体育室でほたるポス
ター作品展が行われました。

６月２４日と２５日の２日間ふれあいの森・養殖場で
「ほたる観察会」が行われました。

６月２３日と２４日の２日間東部小学校「ホタルワール
ド」で「ほたる鑑賞会」が行われました。

淡い光を放つホタル淡い光を放つホタル
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広報あぐい　２００５年８月１日号

阿知波　遼（南部小４年）

竹内　佑騎（草木小６年） 沖間　心（東部小６年）

鈴木　真二（英比小６年）渡邉　月子（英比小５年）

竹内　友理（南部小６年）

梶原　拓也（草木小６年）

本木　杏奈（阿久比中３年）

瀧塚　友梨（阿中２年）　　中村亜莉沙（阿中２年）
柿本　有揮（東部小５年）　中井　美亜（東部小４年）
新美　成美（英比小６年）　野坂有樹菜（英比小４年）
山田　羽衣（草木小６年）　桝内　　遥（草木小５年）
秋風ひとみ（南部小５年）　春木　里映（南部小４年）

平山　咲綾（東部小５年）

新美　千裕（阿久比中３年）

竹内　みずほ
（英比小４年）

平成１７年度 

（応募総数７６３点の中から、下記の皆さんが選ばれました。）
※敬称略

優 秀 １０ 点優　秀　１０　点

最 優 秀最 優 秀

佳 作佳 作 １０点１０点
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今年見つかった場所

昨年見つかったが今年
見つからなかった場所

「
ホ
タ
ル
の
飛
び
か
う
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
、
六
月
二
十
二

日
か
ら
二
十
四
日
と
七
月
四
日
か
ら
六

日
の
六
日
間
、
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
と
一
般
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、

生
息
分
布
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調

査
の
結
果
は
、
下
図
の
と
お
り
で
す
。

平成１７年度
阿久比町ホタル分布図

アグピー 

幼虫のエサ（巻貝）の情報を
提供してください

　

今
年
も
ふ
れ
あ
い
の
森
の
ホ
タ
ル

養
殖
場
と
東
部
小
学
校
の
ホ
タ
ル
と

出
会
う
部
屋
で
は
た
く
さ
ん
の
幼
虫

が
産
ま
れ
ま
し
た
。

　

東
部
小
の
児
童
や
ホ
タ
ル
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
で
幼
虫
の
エ
サ
と
な

る
巻
貝
を
採
っ
て
い
ま
す
が
、
エ
サ

が
な
か
な
か
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

　

田
ん
ぼ
や
水
路
な
ど
で
小
さ
な
巻

貝
（
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
）
や
タ
ニ
シ
が

た
く
さ
ん
い
る
所
を
見
つ
け
た
ら
、

ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

□
連
絡
先　

企
画
財
政
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
３
０
３
）

　

東
部
小
学
校
�（
４
８
）０
０
４
１
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町
立
図
書
館
で
七
月
十
六
日
「
お
た
の

し
み
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
本
に
親
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
図
書
館
で
活
動
を
続
け
る
読
書
指

導
グ
ル
ー
プ
「
ぶ
ん
ぶ
ん
」
の
メ
ン
バ
ー

が
企
画
し
、
子
ど
も
た
ち
に
紙
芝
居
や
人

形
劇
な
ど
を
毎
年
上
演
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
約
百
八
十
人
の
親
子
が
図
書
館

に
集
い
、
会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

上
演
に
使
っ
た
舞
台
や
大
型
紙
芝
居
な

ど
は
す
べ
て
「
ぶ
ん
ぶ
ん
」
の
手
作
り
。

毎
年
必
ず
昨
年
と
違
っ
た
出
し
物
を
上
演

す
る
の
が
メ
ン
バ
ー
の
ポ
リ
シ
ー
だ
そ
う

で
す
。

　

会
場
の
み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
た
り
、
手

遊
び
な
ど
も
交
え
な
が
ら
見
る
だ
け
で
は

な
い
、
全
員
参
加
型
の
と
て
も
楽
し
い
会

と
な
り
ま
し
た
。

会場に集まった子どもたち

舞台裏の様子

参加者と歌を歌う「ぶんぶん」

大型紙芝居を上演
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●またいっしょに遊ぼうね

　７月１２日、草木小学校６年生２６人が草木宅老所を訪
れ、高齢者と交流を深めました。
　宅老所では、火曜日と金曜日にボランティアの皆さ
んと楽しくゲームをしたり食事をして楽しんでいます。
　この日は総合的な学習の一環で、地域の高齢者との
交流からいたわりの気持ちと、思いやりの態度を身に
付けようと６年生が宅老所を訪問しました。
　宅老所の中は笑顔があふれ、高齢者は童心に帰って
ゲームなどを楽しみ、最後に宅老所で作った手づくり
のトンボのブローチを児童にプレゼントしていました。

草木宅老所で交流を深める高齢者と児童

●子どもに夢、感動、思いやりの心を持たせたい

　７月３日、エスペランス丸山で阿久比町社会を明る
くする運動、青少年健全育成推進大会が同時に行われ
ました。
　児童・生徒の意見発表会では、「家庭や地域で今思う
こと」をテーマに６人の発表者が多くの参加者の前で、
今までの経験や町への要望などの意見を発表しました。
　大会の最後に、阿久比町から犯罪や非行をなくすた
めに「明るい町、良い家庭、良い友達をつくろう」な
どの大会宣言を参加者全員が確認して機運を盛り上げ
ました。

多くの参加者の前で意見発表を行う生徒

●願いごと、かなうかなあ

　町内の保育園で、７月７日「七夕会」が行われました。
　宮津保育園では、園庭を家族や地域の方に開放し、
園児といっしょに団子を食べたりして、楽しいひとと
きを過ごしました。
　園庭に飾られた、笹飾りには「おともだちとたくさ
んあそべますように」「おおきくなれますように」と、
かわいらしい願いごとの書かれた短冊が風になびいて
いました。

七夕会を楽しむ宮津保育園児ら

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

ひまわり 

　あなたは写っていませんか。
もし写っていれば、写真をおわ
けしますのでご連絡ください。

企画財政課（内３０３）
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○
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は

　

心
臓
突
然
死
は
、
し
ば
し
ば
心
室
細
動

と
い
う
重
症
の
不
整
脈
に
よ
り
ひ
き
起
こ

さ
れ
ま
す
。
心
室
細
動
は
筋
肉
が
け
い
れ

ん
し
た
よ
う
な
状
態
で
、
そ
の
唯
一
の
治

療
法
は
電
気
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
除
細
動
で

す
。

　

除
細
動
が
一
分
遅
れ
る
ご
と
に
七
〜
十

％
の
生
存
率
が
低
下
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
一
刻
も
早
く
除
細
動
を

行
う
た
め
に
開
発
さ
れ
た
の
が「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
で
す
。

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
誰
で
も
使
え
る
の
？

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
開
発
に
よ
り
医
師
や
救
急
隊

な
ど
の
医
療
専
門
家
以
外
の
方
で
も
、
講

習
会
な
ど
で
知
識
・
機
器
の
操
作
方
法
を

習
得
す
れ
ば
、
一
般
の
方
で
も
使
用
で
き

ま
す
。

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
何
処
に
あ
る
の
？

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
救
急
隊
の
到
着
ま
で
の
間

の
心
停
止
者
に
対
す
る
有
効
な
手
段
と
し

て
最
近
普
及
し
て
き
ま
し
た
。
愛
知
県
内

に
は
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
・
保
健
所
・
公
園

施
設
な
ど
二
百
七
十
二
台
が
設
置
し
て
あ

り
ま
す
。（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
現
在
）

　

阿
久
比
町
で
は
、
民
間
の
三
医
療
機
関

と
企
業
一
社
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。（
平

成
十
七
年
七
月
一
日
現
在
）

　

中
部
国
際
空
港
や
万
博
会
場
に
も
常
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
に
向
け
て

　

半
田
消
防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
を
含
ん
だ
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
習
得
し
、
大
切

⑳ 

防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

な
人
の
命
を
救
う
た
め
進
ん
で
講
習
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

九
月
の
開
催
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

九
月
三
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
午
後
四

時
半　

半
田
消
防
署
東
浦
支
署
（
定
員

二
十
人
）

九
月
十
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
午
後
四

時
半　

半
田
消
防
署
（
定
員
三
十
人
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
消
防
署
�（
２
１
）１
４
９
２

　

東
浦
支
署
�
０
５
６
２（
８
３
）０
１
１
９

※　

受
講
希
望
の
方
は
、
電
話
で
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

　

半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
で
は
、
十
一

月
十
二
日
に
開
催
し
ま
す
。（
定
員
二
十

人
）

　

地
域
の
自
主
防
災
会
や
企
業
な
ど
の
グ

ル
ー
プ
で
の
受
講
に
つ
い
て
は
、
半
田
消

防
署
阿
久
比
支
署（
�
４
７
‐
０
１
１
９
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

　

七
月
十
六
日
、
オ
ア
シ
ス
大
橋
東
交
差

点
で
夏
の
交
通
安
全
街
頭
啓
発
を
行
い
、

宮
津
団
地
交
通
少
年
団
の
児
童
ら
が
車
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
グ
ッ
ズ
を
配
る
な
ど
し
て

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

七
月
五
日
草
木
地
区
、
七
月
八
日
福
住

地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
あ
と
に
は
早
速
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出

か
け
、
防
犯
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

各
地
区
で

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

草木地区自主防犯パトロール出発式

万博会場に設置されているＡＥＤ

交通安全をドライバーに呼びかける児童
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草
木
地
区
の
自
然
を
求
め
て
ぶ
ら
り
旅

に
出
た
。

　

多
賀
神
社
を
訪
れ
た
。
大
変
蒸
し
暑
く
、

神
社
奥
の
森
で
は
、「
シ
ャ
ー
、
シ
ャ
ー
、

シ
ャ
ー
」「
ジ
ー
、
ジ
ー
」
と
セ
ミ
の
大
混

声
合
唱
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

境
内
横
の
雑
木
林
に
入
っ
て
み
る
。
ひ

ら
ひ
ら
と
舞
い
上
が
る
黒
い
チ
ョ
ウ
が
飛

ん
で
い
る
。
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
に
収
め
た

い
と
思
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
試
み
る
が
羽
を

休
め
て
く
れ
な
い
。
昆
虫
の
命
は
短
い
。

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
気
持
ち
の
良
い
空
気
を

吸
い
込
ん
で
、
所
狭
し
と
羽
を
伸
ば
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

　

目
の
前
を
飛
び
跳
ね
る
生
き
物
を
発
見
。

ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
だ
。
チ
ョ
ウ
に
比
べ
る

と
動
き
が
鈍
か
っ
た
の
で
、
正
面
か
ら
目

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。（
バ
ッ
タ
の

目
は
複
眼
で
私
の
顔
は
映
っ
て
い
な
か
っ

た
か
も
）

　

田
園
を
通
り
、
次
の
場
所
へ
移
動
す
る
。

草
木
地
区
の
名
の
通
り
、
周
り
を
見
渡
す

と
草
木
の
緑
が
と
て
も
ま
ぶ
し
い
。
稲
の

背
丈
も
か
な
り
伸
び
た
。
秋
に
な
れ
ば
、

緑
色
が
黄
金
色
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
同

じ
場
所
で
も
一
年
に
何
度
も
、
色
の
違
っ

た
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

八
幡
神
社
に
到
着
。
参
道
脇
に
大
木
の

切
り
株
が
残
っ
て
い
た
。
中
は
空
洞
で
、

餅
を
つ
く
臼
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
枯

れ
ず
に
い
れ
ば
、
き
っ
と
立
派
な
大
木
と

し
て
そ
び
え
た
っ
て
い
た
だ
ろ
う
に
残
念
。

　

境
内
に
入
る
と
大
き
な
ヤ
マ
モ
モ
の
木

が
目
に
付
く
。
所
ど
こ
ろ
か
ら
樹
液
が
流

れ
出
て
い
る
。
こ
の
季
節
、
毎
日
多
く
の

生
き
物
が
集
ま
っ
て
き
て
は
、
こ
こ
で
食

事
を
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　

木
の
裏
に
回
る
。
大
き
な
葉
の
上
に
ア

マ
ガ
エ
ル
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
休
ん
で

い
た
。
ち
ょ
う
ど
日
陰
に
な
っ
て
い
て
カ

エ
ル
た
ち
に
と
っ
て
は
、
暑
い
日
に
涼
を

取
る
に
は
最
適
な
場
所
だ
。
近
寄
っ
て
も

逃
げ
よ
う
と
も
せ
ず
、
潤
ん
だ
瞳
に
ど
こ

か
憎
め
な
い
顔
を
み
て
い
る
と
、
心
が
い

や
さ
れ
、
体
中
の
汗
が
少
し
引
い
た
よ
う

な
気
が
し
た
。

　

次
回
は
白
沢
地
区
周
辺
を
散
策
し
ま
す
。

草木小 

多賀神社 

八幡神社 

文 
草木川 

阿久比 
インター 

知
多
半
島
道
路 

葉の上で休むアマガエル

どこを見ているのだろうトノサマバッタ 多賀神社の雑木林
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町の各種医療制度

表１
保険課で申請手続きをすると対　　象　　者

医療費（保険診療分）の自己負
担分を助成します。

医療機関で
健康保険証
と受給者証
を提示する
ことにより

・未就学児の乳幼児
　（６歳の誕生日の属する年度の末日まで）乳 幼 児

・身体障害者手帳所持者のうち、次に該当
する方
１～３級、腎臓機能障害４級、進行性筋
萎縮症４～６級

・療育手帳所持者のうち、Ａ判定、または
Ｂ判定の方

・自閉症と診断された方

障 害 者

・１８歳の年度末までの児童を扶養している
母（父）とその児童

・父母のいない１８歳の年度末までの児童
＊所得制限があります。（母・父）

母子家庭等

・戦傷病者手帳所持者
＊所得制限があります。戦 傷 病 者

医療費（通院公費分のみが対象）
の自己負担分を助成します。

・精神保健福祉法３２条に基づき通院してい
る方

　（保健福祉手帳、または患者票の所持者）
精神障害者

入院・通院時の一部負担金（保
険診療分）を支給します。

福祉給付金
支払証明書
または領収
書を持参し
て、支給申
請をすると

・「老人保健医療」の受給者で、障害者、
母子家庭等、戦傷病者の各医療の要件に
該当する方

・「老人保健医療」「老人医療」の受給者
で、精神保健福祉法の強制入院、結核予
防法の命令入所となっている方

・「老人保健医療」「老人医療」の受給者
で、ひとり暮らし老人、寝たきり老人、
痴呆性老人のうち、町民税非課税世帯の
方

＊　以上の方は、福祉給付金受給資格の認
定申請が別途必要です。

福祉給付金

　健康（医療）保険加入者で、町内に在住の乳幼児・障害者・老人・母
子家庭等などの方が、医療機関で保険診療を受けたとき、自己負担分を
助成する制度で、表１のとおりです。
※乳幼児医療制度については、７月診療分より対象者が５歳未満から未
就学児の乳幼児までに拡大されました。

福祉医療制度

保険課医療年金係 
fl（４８）１１１１（内２５７・２１５） 
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町の各種医療制度

表２

保険課で手続きをすると 対　象　者

自己負担額は次のとおりとなります

・７５歳以上の方
（昭和７年９月
３０日までに生ま
れた方を含む）

・６５歳以上で一
定の障害のあ
る方

＊所得制限はあ
りません。

老人保健法
による医療
など

（老人保健医療）

医療費の１割または２割外 来

医療機関で健
康保険証、受
給者証、健康
手帳を提示す
ることにより

医療費の１割または２割
　ただし、同じ月に同じ医療機関への入院に
ついては、表３のとおり限度額があります。

入 院

１日　７８０円
　表３の※２に該当する方　１日６５０円
　　　　　　　　　　　　（９１日以降５００円）
　表３の※３に該当する方　１日３００円

食事代

　医療機関の窓口では、医療費の１割または２割（入院
については限度額があります）を支払い、その合計額が
１カ月に表３の患者負担限度額を超えた場合、超えた額
が払い戻されます。

高額医療費

　老人保健医療制度については、表２のとおりです。
　老人保健医療受給者のうち、表３の※２、※３に該当する方は、負担
が軽減されます。

老人保健医療制度

表３

患　者　負　担　限　度　額
区　　分

世帯単位で入院と外来が複数あった場合は合算します外来（個人ごとに計算します）

72，300円＋（かかった医療費－ 361，500 円）×１％（40，200 円）40，200 円一定以上所得者　※１

40，200 円12，000 円一　　　般

24，600 円
  8，000 円

Ⅱ※２
住民税非課税

15，000 円Ⅰ※３

※１　同一世帯に一定の所得以上（課税所得が１４５万円以上）の７０歳以上の方または老人保健対象者がい
る方。ただし、７０歳以上の方および老人保健対象者の収入の合計が、一定額未満（単身世帯の場合：
年収４８４万円未満、２人以上の世帯の場合：年収６２１万円未満）である旨申請があった場合を除きます。

※２　住民税非課税の世帯に属する方
※３　住民税非課税の世帯で、世帯員の所得が一定基準に満たない方。
・ （　）内の数字４０,２００円は、年４回以上高額医療費を受けた場合の４回目以降の患者負担限度額。
・ 患者負担限度額は、同一世帯に属する老人保健対象者の患者負担を合算した限度額。
・ 人工透析を行っている慢性腎不全、血友病などの患者負担限度額は、１０,０００円となります。
※ 医療費の患者負担限度額と入院時食事代の減額には、所定の手続きが必要です。
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注）老人保健医療の１５年度からの平均受給者減は、制度改正による対象年齢引き上げのためです。
　　老人医療の１５年度からの医療費と平均受給者数の減は、制度改正による対象者減のためです。
　　乳幼児医療の１４年度からの平均受給者数増は、制度改正による対象年齢引き上げのためです。

　

下
記
グ
ラ
フ
の
と
お
り
医
療
費
は
毎
年

増
え
続
け
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

各
医
療
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
税

金
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理
に
心
が
け
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・　

医
師
の
指
示
を
守
り
、
病
気
を
長
引

か
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・　

か
か
り
つ
け
医
師
を
持
ち
、
重
複
受

診
や
ハ
シ
ゴ
受
診
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

・　

急
病
で
な
い
限
り
、
診
療
時
間
内
に

診
察
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

・　

定
期
的
に
健
康
診
査
を
受
け
、
治
療

よ
り
予
防
、
健
康
づ
く
り
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

６０ 

５０ 

４０ 

３０ 

２０ 

１０ 

９００ 

８００ 

７００ 

６００ 

５００ 

４００ 

百万円 人 

１５ １６年度 

乳 幼 児 医 療  

１２ １３ １４ 

３６ 
３４ 

３１ ３０ 
３２ 

３６ 
３４ 

３１ ３０ 
３２ 

平均受給者数 

医  療  費 

５８４人 
６１２人 

６９４人 

５８４人 

８６８人 ８９２人 ６０ 

５０ 

４０ 

３０ 

２０ 

１０ 

６００ 

５００ 

４００ 

３００ 

２００ 

１００ 

百万円 人 

１２ １３ １４ １５ １６年度 

老 人 医 療  

２５ ２４ 

４ 

１６ 

２６ 
２５ ２４ 

４ 

１６ 

２６ 

４０９人 ４３２人 ４３０人 

２５３人 

４９人 医  療  費 

平均受給者数 

１８０ 

１７０ 

１６０ 

１５０ 

１４０ 

１３０ 

２７００ 

２６００ 

２５００ 

２４００ 

２３００ 

２２００ 

千万円 人 

１２ １３ １４ １５ １６年度 

老人保健医療  

１４７ 

１５６ １５８ 

１６４ 
１６２ 

１４７ 

１５６ １５８ 

１６４ 
１６２ 

医  療  費 

２４０９人 ２４０９人 

平均受給者数 

２,５４６人 

２,６６９人 

２,６２８人 

２,５１６人 ２,５１６人 

１００ 

９０ 

８０ 

７０ 

６０ 

５０ 

３００ 

２５０ 

２００ 

１５０ 

１００ 

５０ 

０ 

十万円 人 

１２ １３ １４ １５ １６年度 

母子家庭等医療 

３９ 

７７ 

８８ 
９３ 

４９ 

６２ 

７７ 

８８ 
９３ 

４９ 

６２ 

医  療  費 

平均受給者数 

１９２人 

２２８人 

２８７人 ２８７人 

２６０人 ２６０人 

２９６人 
１９０ 

１３０ 

１２０ 

１１０ 

１００ 

９０ 

８０ 

７０ 

 

１４０ 

１００ 

９０ 

８０ 

７０ 

６０ 

５０ 

４０ 

　万円 人 

１２ １３ １５ １４ １６年度 

精神障害者医療 

７５ 

１００ 

１２０ 

１３０ 

１９０ 

７５ 

１００ 

１２０ 

１３０ 

１９０ 

６１人 

５８人 

９５人 

１３２人 

６９人 ６９人 

医  療  費 

平均受給者数 

５８人 

９５人 

１３２人 

６０ 

５０ 

４０ 

３０ 

２０ 

１０ 

３００ 

２５０ 

２００ 

１５０ 

１００ 

５０ 

百万円 人 

１２ １３ １４ １５ １６年度 

障 害 者 医 療  

３７ 

４４ ４５ 

３８ 
４１ 

３７ 

４４ ４５ 

３８ 
４１ 

２５２人 ２５３人 ２５６人 ２６０人 
２６３人 

医  療  費 

平均受給者数 

町の 町の 

各種医療費の状況 各種医療費の状況 各種医療費の状況 
町の 

町の各種医療制度
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給付額（円）医療制度名給付額（円）医療制度名

141，162障 害 者 医 療650，330老 人 保 健 医 療

  28，747母子家庭等医療  67，973老 人 医 療

  14，370精神障害者医療  36，764乳 幼 児 医 療

　

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
福
祉
医
療
・

老
人
保
健
医
療
と
と
も
に
、
保
険
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
健
康
（
医
療
）
保
険
証
が
変
わ
っ

た
と
き

　　

本
人
や
扶
養
者
の
転
職
や
退
職
な
ど
で

保
険
証
の
種
類
、
記
号
番
号
な
ど
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
新
し
い
保
険
証
と
受
給

者
証
を
持
参
し
て
、
変
更
の
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
十
四
日
以
内
）　　
　
　

　

社
会
保
険
な
ど
か
ら
別
の
社
会
保
険
な

ど
に
変
わ
る
と
き
は
、
加
入
手
続
き
に
時

間
が
か
か
り
、医
療
保
険
の
空
白
期
間（
無

保
険
状
態
）
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
、
こ

の
空
白
期
間
中
に
医
療
機
関
に
か
か
る
と
、

医
療
費
の
全
額
が
本
人
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
、

福
祉
医
療
・
老
人
保
健
医
療
の
給
付
を
受

け
る
資
格
を
喪
失
し
ま
す
。

　

医
療
保
険
の
空
白
期
間
が
で
き
そ
う
な

場
合
は
、
必
ず
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
く
だ
さ
い
。

転
出
す
る
と
き

　

転
出
後
は
、
阿
久
比
町
の
受
給
者
証
は

使
え
ま
せ
ん
の
で
、
転
出
時
に
必
ず
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

　

受
給
者
証
の
住
所
の
訂
正
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。（
十
四
日
以
内
）

受
給
者
本
人
が
死
亡
し
た
と
き

　

家
族
の
方
で
、
受
給
者
証
を
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。（
十
四
日
以
内
）

転
入
し
て
き
た
と
き

　

転
入
後
は
、
前
住
所
地
の
受
給
者
証
は

使
え
ま
せ
ん
の
で
、
受
給
者
証
の
交
付
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
十
四
日
以
内
）

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
障

害
を
受
け
て
福
祉
医
療
・
老
人

保
健
医
療
費
を
使
う
と
き

　　

こ
の
場
合
の
治
療
費
は
、
本
来
加
害
者

が
支
払
う
も
の
で
す
が
、
福
祉
医
療
・
老

人
保
健
医
療
で
一
時
立
て
替
え
て
、
後
で

加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。

　

事
故
な
ど
に
遭
っ
た
ら
、
加
害
者
と
示

談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
保
険
課
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

平成１６年度　各医療制度１人当たりの医療費給付額

こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は 

こ
ん
な
と
き
は 

必
ず
届
け
出
を

必
ず
届
け
出
を 

必
ず
届
け
出
を 

町の各種医療制度
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　阿久比町民踊同好会の指導のもと盆踊り講習会が行
われました。
　「阿久比音頭」「阿久比小唄」などのおなじみの曲や
新曲の「お国おどり」を各地区の盆踊り大会や「あぐ
いふれあい盆踊りの夕べ」で踊るために、皆さん汗びっ
しょりになりながら練習しました。

　小学３年生から６年生を対象に、２日間のコースで
チャレンジスクールを行いました。
　１日目はおかざき世界子ども美術博物館で万華鏡と
バッチ作りを、２日目はアクア・トトぎふの自然発見館
で蜜ろうそく作りなどを体験しました。
　ミツバチが作った蜜ろうを利用したろうそく作りで
は作品を作るだけでなく、ミツバチ・花・人のつなが
りを学びました。

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももももももももチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジスススススススススススススススススススススクククククククククククククククククククククーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ

が ん ば り ま し た

盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

７月６日～７月２２日（全６回）
講師　阿久比町民踊同好会（阿久比町文化協会）

が ん ば り ま し た

６月１８日（土）、７月１６日（土）

□日　時
　８月１６日（火）午後７時～午後９時
※雨天の場合は１７日（水）に順延します。
□会　場　阿久比町役場駐車場
□内　容
　盆踊り大会
　アトラクション（よさこいチームあぐい騰）
　無料模擬店（金魚すくい・スーパーボールすくい）
　お菓子（小学生以下）・うちわ・ジュースの配布ほか
□問い合わせ先
　社会教育課公民館係　�（４８）１１１１（内２６０） 昨年の盆踊りの夕べ
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課税関係保険事故等受取人負担者被保険者区分

夫の一時所得満　　期
���

①

妻に贈与税満　　期

���
②

妻に相続税夫の死亡

妻に相続税（生命保険
契約に関する権利）

夫の死亡
���

③

夫の一時所得
満　　期

���
④

妻の死亡

（
契
約
者
）

保険料の負担者や支払い原因によって　 
課税関係が異なります 

保 険 と 税 

保
険
料
を
支
払
っ
た
と
き

　

生
命
保
険
や
個
人
年
金
保
険
の
保
険
料

を
支
払
う
と
「
生
命
保
険
料
控
除
」、
火
災

保
険
料
な
ど
の
損
害
保
険
の
保
険
料
を
支

払
う
と
「
損
害
保
険
料
控
除
」
と
し
て
、

所
得
税
や
住
民
税
を
計
算
す
る
と
き
に
所

得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
期
間
が
五
年
未
満
の
生
命
保
険
な

ど
の
中
に
は
、
控
除
の
対
象
と
な
ら
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

確
定
申
告
の
際
は
、
保
険
料
控
除
に

関
す
る
証
明
書
を
申
告
書
に
添
付
す
る

か
申
告
書
提
出
の
際
に
提
示
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

保
険
金
を
受
け
取
っ
た
と
き

﹇
生
命
保
険
﹈

　

保
険
金
を
受
け
取
る
場
合
、
そ
の
保
険

金
が
死
亡
に
基
づ
く
も
の
か
、
満
期
に
よ

る
も
の
か
、
保
険
料
の
負
担
者
は
誰
な
の

か
な
ど
に
よ
っ
て
課
税
関
係
が
異
な
り
ま

す
。

　

夫
婦
の
関
係
で
み
る
と
、
上
表
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

﹇
損
害
保
険
﹈

　

損
害
保
険
金
を
受
け
取
る
場
合
も
、
保

険
料
の
負
担
者
や
支
払
い
原
因
に
よ
っ
て

課
税
関
係
が
異
な
っ
て
き
ま
す
が
、
保
険

を
掛
け
て
い
た
人
が
建
物
の
焼
失
や
身
体

の
傷
害
・
疾
病
を
原
因
と
し
て
受
け
取
る

保
険
金
に
は
原
則
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
。

配
当
金
な
ど
を
受
け
取
っ
た
と
き

　

契
約
期
間
中
に
受
け
取
る
配
当
金
は
、

支
払
保
険
料
か
ら
控
除
し
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
が
、
保
険
金
と
一
緒
に
受
け
取
る
配
当

金
は
保
険
金
の
額
に
含
め
て
一
時
所
得
と

し
て
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

相
続
税
、
贈
与
税
が
課
税
さ
れ
る
よ
う

な
場
合
に
は
、
配
当
金
は
保
険
金
の
額
に

含
め
て
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
税
務
署　

�（
２
１
）３
１
４
１

　

半
田
農
業
高
等
学
校
で
は
、
県
教
育
委

員
会
主
催
の
学
校
開
放
講
座
を
開
講
し
ま

す
。

　

専
修
・
各
種
学
校
や
県
立
学
校
の
も
つ

教
育
機
能
を
開
放
し
た
、
技
術
的
、
専
門

的
な
学
習
が
で
き
る
講
座
で
す
。

　

希
望
の
方
は
往
復
は
が
き
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

□
講
座
内
容
と
六
回
分
材
料
費

Ａ
コ
ー
ス
食
品
加
工
講
座　

三
千
五
百
円

Ｂ
コ
ー
ス
園
芸
講
座　
　
　

八
千
五
百
円

□
受
講
資
格

　

満
十
五
歳
以
上
で
、
学
習
意
欲
の
あ
る

方
（
中
学
生
を
除
く
）

□
講
座
日
時
（
六
回
連
続
）

　

十
月
一
日
〜
十
二
月
十
七
日

（
開
講
日
は
す
べ
て
土
曜
日
）

□
ハ
ガ
キ
の
記
載
内
容

　
（
往
）希
望
コ
ー
ス
、
氏
名

　
　

電
話
番
号
、
住
所
、
職
業

　
　

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別　

　
（
復
）住
所
、
氏
名

□
申
込
日
時
と
申
込
先

　

八
月
十
五
日
〜
八
月
三
十
一
日

　

半
田
市
柊
町
１
‐
１　

　

愛
知
県
立
半
田
農
業
高
等
学
校

□
そ
の
他

　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま

す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
立
半
田
農
業
高
等
学
校

　

�（
２
１
）０
２
４
７

学
校
開
放
講
座
を
開
講
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知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
で
は
、
平
成

十
八
年
四
月
に
採
用
予
定
の
消
防
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

□
応
募
資
格

　

昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
、
高
等
学
校
を
平
成
十
八
年
三
月
に
卒

業
見
込
み
の
方

□
採
用
試
験
日　

九
月
十
八
日（
日
）

□
採
用
予
定
人
員

　

二
人
程
度

□
申
込
受
付
期
間

　

八
月
八
日（
月
）か
ら
八
月
二
十
六
日

（
金
）ま
で
（
土
日
を
除
く
午
前
九
時
〜
午

後
五
時
十
五
分
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部　

　

総
務
課　

�（
２
１
）１
４
９
０

�
　

知
多
教
育
事
務
所
で
一
年
を
通
し
て
、

知
多
管
内
の
小
中
学
校
の
産
休
・
育
休
・

療
休
補
充
等
の
講
師
の
登
録
を
希
望
す
る

方
は
、
次
の
要
領
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

□
資　

格

　

小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
員
免
許
状

を
持
っ
て
い
る
方
お
よ
び
取
得
見
込
み
の

方
。

□
勤
務
内
容

　

常
勤
講
師
あ
る
い
は
非
常
勤
講
師
と
し

て
、
児
童
・
生
徒
の
指
導
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




□
勤
務
条
件

・
勤
務
地

　

知
多
地
方
の
五
市
五
町
の
小
中
学
校

・
常
勤
講
師

　

一
日
八
時
間
勤
務
、
賃
金
は
経
験
に
応

　

じ
て
支
給

・
非
常
勤
講
師

週
十
〜
二
十
時
間
程
度
の
勤
務
、
賃
金

は
時
給
二
千
九
百
三
十
円

・
勤
務
時
間
数
に
よ
り
社
会
保
険
、
雇
用

保
険
に
加
入

□
登
録
方
法

　

三
㌢ 
×
四
㌢ 
の
顔
写
真
を
持
参
し
、
登

　

録
票
に
記
入
す
る
。

□
登
録
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

・
知
多
教
育
事
務
所

　

半
田
市
出
口
町
１
‐　
３６

　

�（
２
１
）８
１
１
１
（
内
２
７
４
）

�
　

子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
支
援
や
子

育
て
に
悩
み
を
も
つ
親
の
相
談
に
の
る
な

ど
の
活
動
を
行
う
「
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

カ
ー
」
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
募
集
人
員　

先
着
五
人

※
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

□
講
座
回
数　

九
月
二
十
七
日（
火
）か
ら

五
回
開
催

□
講
座
内
容

・
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
役
割

・
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
の
特
徴
な
ど

□
場　

所　

中
央
公
民
館
本
館

□
受
講
料　
　

無
料

□
申
込
期
限　

九
月
十
六
日（
金
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�

�

�

�

�

�

�

□
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
２
）

�
　

労
働
問
題
で
困
っ
て
い
る
方
、
労
働
相

談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

愛
知
県
知
多
事
務
所
産
業
労
働
課
で
は

職
場
で
の
悩
み
ご
と
、
困
り
ご
と
な
ど
あ

ら
ゆ
る
労
働
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
労

働
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
一
般
相
談

〇
相
談
内
容

解
雇
、
賃
金
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
労
働
問

題
〇
相
談
方
法

　

来
所
ま
た
は
電
話

　

専
用
�（
２
２
）４
３
０
０

〇
相
談
時
間

　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
知
多
事
務
所
産
業
労
働
課

　

�（
２
１
）８
１
１
１
（
内
３
５
５
）

�□
日　

時

　

八
月
二
十
七
日（
土
）午
後
一
時
受
付

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

武
豊
町
立
中
央
公
民
館

□
講　

師

　

塚
本
正
治
さ
ん
（
大
阪
精
神
障
害
者
連

　

絡
会
事
務
局
長
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�

�

�

�

�

�

　

演　

題

　
「
自
立
支
援
法
で
精
神
障
害
者
の

　
　
　
　
　

暮
ら
し
は
ど
う
な
る
？
」

□
参
加
費　

五
百
円
（
資
料
代
）

□
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

わ
っ
ぱ
の
会　

�（
７
３
）１
７
３
９

�
　

自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
半
田
募
集
事
務
所 
�（
２
１
）０
０
０
４

http://w
w
w
.aichi.plo.jda.go.jp

�

�

�

�

�

�

InformationInformation

お知らせ  
InformationInformation

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

試験期日受付期間受験資格募集種目

９月２４・２５日９月５日～９月７日
・平成１８年４月１日現在
１８歳以上２１歳未満の方
・高卒者（見込みを含む）

推薦

防衛大学校学生 １次　１１月１２・１３日
２次　１２月１３日～１６日
　　　の指定された日

９月９日～９月３０日一般

１次　１１月５・６日
２次　１２月７日～９日
　　　の指定された日

９月９日～９月３０日
・平成１８年４月１日現在、
１８歳以上２１歳未満の方
・高卒者（見込みを含む）

防衛医科大学校学生

１次　１０月１６日
２次　１１月１８日
　　　又は１９日

９月９日～９月３０日
・平成１８年４月１日現在、
１８歳以上２４歳未満の方
・高卒者（見込みを含む）

看 護 学 生

受付時にお知らせしま
す。

年間を通じて行って
います。

・採用予定月の１日現在、
１８歳以上２７歳未満の男子

男子２等陸・海・空士
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愛
知
県
で
は
、
あ
い
ち
の
水
資
源
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
独
立
行
政

法
人
水
資
源
機
構
と
共
催
で
、
小
学
校
高

学
年
の
児
童
を
対
象
に
、
ダ
ム
を
見
学
し

て
木
工
芸
体
験
を
行
う
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

□
対
象
者

　

愛
知
県
内
の
小
学
校
四
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
の
児
童
と
保
護
者

□
募
集
人
員

　

二
十
組　

計
四
十
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

□
開
催
日

　

八
月
二
十
一
日（
日
）

□
集
合
場
所

　

愛
知
県
庁

□
集
合
時
間

　

午
前
八
時
半

□
行
き
先

　

味
噌
川
ダ
ム
（
長
野
県
木
祖
村
）

□
参
加
費

　

無
料

□
応
募
方
法

　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
記
入

し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い

□
締
め
切
り

　

八
月
十
四
日
（
日
）必
着

□
そ
の
他

　

参
加
者
に
は
八
月
十
六
日（
火
）ま
で
に

連
絡

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
企
画
振
興
部
土
地
水
資
源
課

　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
１
１
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
２（
９
６
１
）３
２
９
３

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

tochim
izu@

pref.aichi.lg.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/tochim

i
zu/

�・
八
月
八
日（
月
）通
常
は
休
館
日
で
す
が

開
館
し
ま
す
。

・
八
月
九
日（
火
）大
府
市
小
中
学
校
水
泳

大
会
開
催
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

・
八
月
十
日（
水
）臨
時
休
館
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

東
部
知
多
部
温
水
プ
ー
ル

　

�
０
５
６
２（
４
４
）０
２
７
１

�
　

ご
み
の
減
量
、
過
剰
包
装
の
抑
制
、
リ

サ
イ
ク
ル
へ
の
協
力
、
散
乱
ご
み
対
策
、

「
も
っ
た
い
な
い
」
の
考
え
方
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

□
主　

催

　

環
境
省
、
ご
み
ゼ
ロ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
会
議

□
応
募
区
分

　

小
学
生
低
学
年
の
部
（
一
年
生
か
ら
三

年
生
）、
小
学
生
高
学
年
の
部
（
四
年
生
か

ら
六
年
生
）、
中
学
生
の
部

□
応
募
規
格

　

四
つ
切
り
画
用
紙
ま
た
は
Ｂ
３
版
と
し
、

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



画
材
は
特
に
問
い
ま
せ
ん
が
、
立
体
性
の

あ
る
作
品
（
糊
な
ど
を
使
用
し
て
張
り
付

け
た
も
の
）
は
不
可
。

□
応
募
方
法

　

作
品
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
学
校
名
・
学
年
を
明
記
し
、

役
場
環
境
衛
生
課
ま
で
持
参
か
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

□
応
募
締
め
切
り

　

九
月
二
日（
金
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

�
　

両
校
は
平
成
十
八
年
四
月
に
統
合
さ
れ
、

新
た
な
学
校
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

統
合
校
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



中
学
生
、
保
護
者
、
関
心
の
あ
る
方
は
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

□
日　

時

　

九
月
四
日（
日
）午
前
十
時
〜
正
午

□
場　

所

　

常
滑
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

※　

左
記
会
場
で
も
説
明
会
を
行
い
ま
す

が
、
収
容
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
右
記
会
場
で
の
参
加
に
協
力
く
だ
さ

い
。

・
九
月
四
日（
日
）午
後
二
時
〜
午
後
四
時

　

半
田
市
住
吉
福
祉
文
化
会
館

・
九
月
十
一
日（
日
）午
前
十
時
〜
正
午

　

東
海
市
勤
労
セ
ン
タ
ー

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
立
常
滑
北
高
等
学
校

　
　
　
　
　

（
担
当　

竹
田
・
杉
浦
）

　

�（
４
３
）１
１
５
１

Information
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阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ７，８５８　　（　１）

人　口　２４，７０１人（△９）

　男　　１２，２３２人（△１）

　女　　１２，４６９人（△８）

（　　）は前月との増減数

６月中の異動

　出生　１２　転入　５３

　死亡　１６　転出　５８

平成１７年７月１日現在

正午には家庭でも１分間の黙とうを 

戦没者を追悼し 
　　平和を祈念する日です 

正午には家庭でも１分間の黙とうを 

８月１５日は 

正午には家庭でも１分間の黙とうを 


